
次
の
も
の
に
該
当
す
る
一
般
的
な
照
明
用
の
直
管
蛍
光
ラ
ン
プ
（
Ｌ
Ｆ
Ｌ
ｓ
）

二
千
二
十
六
年

⒜

電
球
当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
な
い
四
十
ワ
ッ
ト
以
下
の
ハ
ロ
リ
ン
酸
系

蛍
光
体
を
使
用
し
た
も
の

⒝

四
十
ワ
ッ
ト
超
の
ハ
ロ
リ
ン
酸
系
蛍
光
体
を
使
用
し
た
も
の

次
の
も
の
に
該
当
す
る
一
般
的
な
照
明
用
の
直
管
蛍
光
ラ
ン
プ
（
Ｌ
Ｆ
Ｌ
ｓ
）

二
千
二
十
七
年

⒜

電
球
当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
な
い
六
十
ワ
ッ
ト
未
満
の
三
波
長
形
蛍
光

体
を
使
用
し
た
も
の

⒝

電
球
当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
な
い
六
十
ワ
ッ
ト
以
上
の
三
波
長
形
蛍
光

体
を
使
用
し
た
も
の

⒞

電
球
当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
六
十
ワ
ッ
ト
以
上
の
三
波
長
形
蛍
光
体

を
使
用
し
た
も
の

次
の
も
の
に
該
当
す
る
一
般
的
な
照
明
用
の
直
管
以
外
（
例
え
ば
、
Ｕ
字
形
、
円
形
）の
蛍
光
ラ
ン
プ（
Ｎ

Ｆ
Ｌ
ｓ
）

二
千
二
十
七
年

⒜

あ
ら
ゆ
る
ワ
ッ
ト
数
の
三
波
長
形
蛍
光
体
を
使
用
し
た
も
の

⒝

あ
ら
ゆ
る
ワ
ッ
ト
数
の
ハ
ロ
リ
ン
酸
系
蛍
光
体
を
使
用
し
た
も
の

二
千
二
十
六
年

一
般
的
な
照
明
用
の
高
圧
水
銀
蒸
気
ラ
ン
プ
（
Ｈ
Ｐ
Ｍ
Ｖ
）

二
千
二
十
年

次
の
も
の
に
該
当
す
る
電
子
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
の
冷
陰
極
蛍
光
ラ
ン
プ
（
Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｌ
）
及
び
外
部
電
極
蛍

光
ラ
ン
プ
（
Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
）

二
千
二
十
年

⒜

電
球
当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
三
・
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
、
及
び
長
さ
が
五
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以
下
の
も
の

⒝

電
球
当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
、
及
び
長
さ
が
五
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
超
千

五
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

⒞

電
球
当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
十
三
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
、
及
び
長
さ
が
千
五
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

超
の
も
の

⒜
か
ら
⒞
ま
で
の
要
件
に
該
当
し
な
い
あ
ら
ゆ
る
長
さ
の
電
子
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
の
冷
陰
極
蛍
光
ラ
ン
プ

（
Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｌ
）
及
び
外
部
電
極
蛍
光
ラ
ン
プ
（
Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
）

二
千
二
十
五
年

化
粧
品
（
水
銀
含
有
量
が
一
質
量
百
万
分
率
を
超
え
る
も
の
）。
肌
の
美
白
用
せ
っ
け
ん
及
び
ク
リ
ー
ム

を
含
む
が
、
水
銀
を
保
存
剤
と
し
て
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
効
果
的
か
つ
安
全
な
代
替
の
保
存
剤
が
利

用
可
能
で
な
い
と
き
は
、
眼
の
周
囲
の
化
粧
品
を
含
ま
な
い
。（
注
）

二
千
二
十
年

化
粧
品
。
肌
の
美
白
用
せ
っ
け
ん
及
び
ク
リ
ー
ム
を
含
む
が
、
水
銀
を
保
存
剤
と
し
て
使
用
す
る
場
合
に

お
い
て
効
果
的
か
つ
安
全
な
代
替
の
保
存
剤
が
利
用
可
能
で
な
い
と
き
は
、
眼
の
周
囲
の
化
粧
品
を
含
ま

な
い
。（
注
）

二
千
二
十
五
年

駆
除
剤
、
殺
生
物
剤
及
び
局
所
消
毒
剤

二
千
二
十
年

次
の
非
電
気
式
の
計
測
器
（
水
銀
を
含
ま
な
い
適
当
な
代
替
製
品
が
利
用
可
能
で
な
い
場
合
に
お
い
て
、

大
規
模
な
装
置
に
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
又
は
高
精
密
度
の
測
定
に
使
用
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。）

二
千
二
十
年

⒜

気
圧
計

⒝

湿
度
計

⒞

圧
力
計

⒟

温
度
計

⒠

血
圧
計

脈
波
計
に
使
用
さ
れ
る
ひ
ず
み
ゲ
ー
ジ

二
千
二
十
五
年

次
の
電
気
式
及
び
電
子
式
の
計
測
器
（
水
銀
を
含
ま
な
い
適
当
な
代
替
製
品
が
利
用
可
能
で
な
い
場
合
に

お
い
て
、
大
規
模
な
装
置
に
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
又
は
高
精
密
度
の
測
定
に
使
用
さ
れ
る
も
の
を
除

く
。）

二
千
二
十
五
年

⒜

溶
融
圧
力
変
換
器
、
溶
融
圧
力
伝
送
器
及
び
溶
融
圧
力
感
知
器

水
銀
真
空
ポ
ン
プ

二
千
二
十
五
年

タ
イ
ヤ
の
バ
ラ
ン
サ
ー
及
び
ホ
イ
ー
ル
の
お
も
り

二
千
二
十
五
年

写
真
フ
ィ
ル
ム
及
び
印
画
紙

二
千
二
十
五
年

人
工
衛
星
及
び
宇
宙
飛
行
体
に
用
い
る
推
進
剤

二
千
二
十
五
年

注

微
量
の
水
銀
が
混
入
し
た
化
粧
品
、
せ
っ
け
ん
又
は
ク
リ
ー
ム
を
対
象
と
し
な
い
こ
と
を
意
図
す
る
。

２

「
第
二
部

第
四
条
３
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
製
品
」
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
部

第
四
条
３
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
製
品

水
銀
添
加
製
品

規
定

歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム

歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
の
使
用
を
段
階
的
に
削
減
す
る
た
め
の
締
約
国
に
よ
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
当
該
締
約
国
の
国
内

の
事
情
及
び
関
連
す
る
国
際
的
な
手
引
を
考
慮
す
る
も
の
と
し
、
次
の
措
置
か
ら
二
以
上
の
措
置
を
含
め
る
。

う
蝕し
よ
くの

予
防
及
び
健
康
の
促
進
を
目
的
と
す
る
国
の
目
標
を
定
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
歯
科
治
療
の
必
要
性
を
最
小

限
に
す
る
こ
と
。

歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
の
使
用
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
国
の
目
標
を
定
め
る
こ
と
。

歯
科
治
療
の
た
め
の
水
銀
を
含
ま
な
い
代
替
製
品
（
費
用
対
効
果
が
高
く
、
か
つ
、
臨
床
的
に
有
効
な
も
の
）
の

使
用
を
促
進
す
る
こ
と
。

歯
科
治
療
の
た
め
の
水
銀
を
含
ま
な
い
良
質
の
材
料
の
研
究
及
び
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
。

代
表
的
な
専
門
的
機
関
及
び
歯
科
学
校
が
、
歯
科
治
療
の
た
め
の
水
銀
を
含
ま
な
い
代
替
製
品
の
使
用
及
び
管
理

の
た
め
の
最
良
の
慣
行
の
促
進
に
つ
い
て
歯
科
の
専
門
家
及
び
学
生
に
教
育
及
び
訓
練
を
行
う
よ
う
奨
励
す
る
こ

と
。水

銀
を
使
用
し
な
い
歯
科
治
療
よ
り
も
歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
を
使
用
す
る
歯
科
治
療
を
有
利
に
扱
う
保
険
政
策
及

び
保
険
制
度
を
抑
制
す
る
こ
と
。

歯
科
治
療
に
関
し
、
歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
の
良
質
の
代
替
製
品
の
使
用
を
有
利
に
扱
う
保
険
政
策
及
び
保
険
制
度

を
奨
励
す
る
こ
と
。

歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
の
使
用
を
歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
カ
プ
セ
ル
に
限
定
す
る
こ
と
。

水
銀
及
び
水
銀
化
合
物
の
水
及
び
土
壌
へ
の
放
出
を
削
減
す
る
た
め
、
歯
科
用
施
設
に
お
け
る
環
境
の
た
め
の
最

良
の
慣
行
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
締
約
国
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
歯
科
医
師
に
よ
る
ば
ら
の
状
態
で
の
水
銀
の
使
用
を
除
外
す
る
こ
と
又
は
許

可
し
な
い
こ
と
。

乳
歯
及
び
十
五
歳
に
達
し
な
い
患
者
並
び
に
妊
婦
及
び
授
乳
中
の
女
性
の
歯
科
治
療
に
お
い
て
、
適
当
な
措
置
を

と
る
こ
と
に
よ
り
、
歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
の
使
用
を
除
外
す
る
こ
と
若
し
く
は
許
可
し
な
い
こ
と
又
は
歯
科
用
ア
マ

ル
ガ
ム
を
使
用
し
な
い
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
患
者
の
必
要
性
に
基
づ
き
歯
科
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

さ
ら
に
、
歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
を
段
階
的
に
廃
止
し
て
い
な
い
締
約
国
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

自
国
の
報
告
の
一
環
と
し
て
、
歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
を
段
階
的
に
削
減
し
、
又
は
段
階
的
に
廃
止
す
る
た
め
に
自

国
が
と
っ
た
又
は
と
っ
て
い
る
措
置
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
国
の
行
動
計
画
又
は
利
用
可
能
な
情
報
に
基
づ
く
報
告

を
四
年
ご
と
に
事
務
局
に
提
出
す
る
こ
と
。

附
属
書
Ｂ

３

「
第
一
部

第
五
条
２
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
工
程
」
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
部

第
五
条
２
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
工
程

水
銀
又
は
水
銀
化
合
物
を
使
用
す
る
製
造
工
程

段
階
的
廃
止
期
限

ク
ロ
ル
ア
ル
カ
リ
製
造

二
千
二
十
五
年

水
銀
又
は
水
銀
化
合
物
を
触
媒
と
し
て
用
い
る
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
製
造

二
千
十
八
年

水
銀
を
含
む
触
媒
を
用
い
る
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
の
製
造

二
千
二
十
五
年

令和年月日 木曜日 第号官 報

〇
農
林
水
産
省

経
済
産
業
省

環

境

省
告
示
第
三
号

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
五
十
七
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
者
を
指
定
実
施
機
関
と
し
て
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
七
条
の
二
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
示

す
る
。令

和
七
年
四
月
二
十
四
日

農
林
水
産
大
臣

江
藤

拓

経
済
産
業
大
臣

武
藤

容
治

環
境
大
臣

浅
尾
慶
一
郎

一

指
定
実
施
機
関
の
名
称

公
益
財
団
法
人
地
球
環
境
セ
ン
タ
ー

二

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
緑
地
公
園
二
番
一
一
〇
号

三

指
定
を
し
た
年
月
日

令
和
七
年
四
月
一
日


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